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(57)【要約】
【課題】出口側容器とフィルター材との間の密着等によ
り流れが阻害されたり濾過性能を低下されたりすること
を回避して、単位時間・単位面積当たりの処理量を増加
させることができる血液処理フィルターを提供すること
である。
【解決手段】フィルター材５と、フィルター材５を挟ん
で配置された入口側容器９、及び出口側容器１１と、入
口側容器９、及び出口側容器１１によって、フィルター
材５の略周縁を環状にシールすることで形成されたシー
ル部１３と、を備えた血液処理フィルター１Ａであって
、シール部１３の厚み方向の中心を通る仮想平面２０を
基準にして、仮想平面２０と出口側容器１１とで形成さ
れる出口側空間Ａｏｕｔ、及び仮想平面２０と入口側容
器９とで形成される入口側空間Ａｉｎを仮定した場合に
、フィルター材５は、出口側空間Ａｏｕｔに比べて入口
側空間Ａｉｎに偏って配置されていることを特徴とする
血液処理フィルター１Ａに関する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルター材と、前記フィルター材を挟んで配置された入口側容器、及び出口側容器と
、前記入口側容器、及び前記出口側容器によって、前記フィルター材の略周縁を環状にシ
ールすることで形成されたシール部と、を備えた血液処理フィルターであって、
　前記シール部の厚み方向の中心を通る仮想平面を基準にして、前記仮想平面と前記出口
側容器とで形成される出口側空間、及び前記仮想平面と前記入口側容器とで形成される入
口側空間を仮定した場合に、前記フィルター材は、前記出口側空間に比べて前記入口側空
間に偏って配置されていることを特徴とする血液処理フィルター。
【請求項２】
　前記フィルター材は、前記入口側空間に存在する前記フィルター材の容積Ｖｉｎと、前
記出口側空間に存在するフィルター材の容積Ｖｏｕｔとの関係が、１．３＜Ｖｉｎ／Ｖｏ
ｕｔ＜７となるように配置されていることを特徴とする請求項１記載の血液処理フィルタ
ー。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血液から凝集物や白血球等の好ましくない成分を除去する為の血液処理フィ
ルターに関する。特に、この血液処理フィルターは、重力落差によって白血球含有血液を
濾過する場合に用いられる白血球除去フィルターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　輸血の分野において、血液製剤中に含まれている混入白血球を除去してから血液製剤を
輸血する、いわゆる白血球除去輸血が普及している。これは、輸血に伴う頭痛、吐き気、
悪寒、非溶血性発熱反応などの比較的軽微な副作用や、受血者に深刻な影響を及ぼすアロ
抗原感作、ウィルス感染、輸血後GVHDなどの重篤な副作用が、主として輸血に用いられた
血液製剤中に混入している白血球が原因で引き起こされることが明らかにされたためであ
る。白血球除去方法には、いくつかの方法があるが、そのうちフィルター法は、白血球除
去性能に優れていること、操作が簡便であること、及びコストが安いことなどの利点を有
するため現在普及している。
【０００３】
　フィルター法、すなわち白血球除去フィルターによる血液製剤などの処理は、輸血操作
を行う際にベッドサイドで行われることが多かったが、近年では白血球除去血液製剤の品
質管理を徹底するために、血液センターにおいて濾過が行われることが一般的である。通
常、血液センターで白血球除去フィルターを使用して血液を濾過する際は、濾過されるべ
き血液製剤が入った血液バッグをフィルターよりも２０ｃｍから１００ｃｍ高い位置に置
き、重力の作用によって血液製剤を濾過することが一般的に行われている。
【０００４】
　近年、保存前白血球除去率の増加に伴い、血液処理を行うフィルターの数は増加してい
る。また、保存前に白血球除去を行う施設の統合が進み、１つの施設で処理する血液の数
は非常に増えている。
【０００５】
　可撓性容器の白血球除去フィルターの場合、濾過の最中にはフィルター材の抵抗によっ
て圧力損失が生じ、フィルター入口側の空間は陽圧となる。可撓性容器からなるフィルタ
ーの場合、容器が可撓性であるが故、この陽圧によって容器は風船状に膨らみ、フィルタ
ー材は出口側の容器に押しつけられる。
【０００６】
　一方、出口側容器とフィルター材との空隙は、出口に接続された導管内の血液が重力に
よって落下して、通常フィルターよりも５０ｃｍ～１００ｃｍ低い位置に置かれた濾過後
の血液を収納するためのバッグへと移動しようとするため、この作用によって逆に陰圧と
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なり、可撓性容器はフィルター材に密着する傾向を示す。即ち、フィルター材は二重の力
によって出口側容器と密着し、血液の流れが阻害されて単位時間・単位面積当たりの処理
量が減少してしまう場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－２４５３４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の課題は、出口側容器とフィルター材との間の密着等により流れが阻害されたり
濾過性能を低下されたりすることを回避して、単位時間・単位面積当たりの処理量を増加
させることができる血液処理フィルターを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、白血球除去フィルターを鋭意検討した結果、出口側容器とフィルター材
との密着を防止するために、フィルター材をできるだけ入口側に偏らせて配置することで
上記の課題を解決できることを見出した。すなわち本発明は、以下に関するものである。
【００１０】
　すなわち、本発明は、フィルター材と、フィルター材を挟んで配置された入口側容器、
及び出口側容器と、入口側容器、及び出口側容器によって、フィルター材の略周縁を環状
にシールすることで形成されたシール部と、を備えた血液処理フィルターであって、シー
ル部の厚み方向の中心を通る仮想平面を基準にして、仮想平面と出口側容器とで形成され
る出口側空間、及び仮想平面と入口側容器とで形成される入口側空間を仮定した場合に、
フィルター材は、出口側空間に比べて入口側空間に偏って配置されていることを特徴とす
る血液処理フィルターに関する。なお、本発明における血液とは、輸血用の全血製剤、赤
血球製剤、血小板製剤、血漿製剤などの血液製剤を含む。
【００１１】
　この血液処理フィルターによれば、フィルター材が入口側空間に偏って配置されている
ので、例えば、重力落差で血液処理フィルターに血液を流し込む濾過方法を行った場合で
あっても、出口側容器とフィルター材との間での全面にわたる密着を回避して血液の流路
を確保でき、単位時間・単位面積当たりの処理量を増加させることができる。この単位時
間・単位面積当たりの処理量は、０．６ｇ／（ｍｉｎ・ｃｍ２）以上であることが望まし
い。０．６ｇ／（ｍｉｎ・ｃｍ２）未満の場合には濾過時間を１０分以下にするために、
濾過面積として６０ｃｍ２以上必要となり、遠心機への導入が難しくなって好ましくない
からである。
【００１２】
　さらに、上記の血液処理フィルターのフィルター材は、入口側空間に存在するフィルタ
ー材の容積Ｖｉｎと、出口側空間に存在するフィルター材の容積Ｖｏｕｔとの関係が、１
．３＜Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔ＜７となるように配置されているものとすることもできる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、出口側容器とフィルター材との間の密着等により流れが阻害されたり
濾過性能を低下されたりすることを回避して、単位時間・単位面積当たりの処理量を増加
させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態に係る血液処理フィルターの一部を破断して示す
平面図である。
【図２】図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
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【図３】図３は、血液処理フィルターを備えた血液処理システムの概略を示す正面図であ
る。
【図４】図４は、本発明の第２実施形態に係る血液処理フィルターの断面図である。
【図５】図５は、比較例に係る血液処理フィルターの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。なお、以下の各実施形
態中で説明する白血球含有血液(以下、濾過前血液と言う)とは、白血球と赤血球とを含有
する血液であり、輸血を対象とする全血製剤、赤血球製剤などを指す。濾過前血液中の白
血球の混入数は、通常５×１０６個／単位以上であることが殆どである。濾過後の血液(
以下、濾過後血液と言う)とは、白血球混入数が５×１０６個／単位未満にまで減じられ
た全血製剤、赤血球製剤などの血液を指す。
【００１６】
　また、血液処理フィルターの外形は、矩形状、円盤状、長円盤状、楕円状などの様々な
態様を採用できるが、製造時の材料ロスを少なくするためには矩形状が好ましく、従って
、以下の実施形態では矩形状を例に説明する。
【００１７】
　まず、図１、及び図２を参照して、第１実施形態に係る血液処理フィルター１Ａについ
て説明する。血液処理フィルター１Ａは、血液の入口ポート９ａと出口ポート１１ａとを
有する可撓性容器３と、可撓性容器３の内部を入口ポート９ａ側と出口ポート１１ａ側と
に隔てるように配置したシート状の白血球除去フィルター材（以下、「フィルター材」と
言う）５と、を備えている。
【００１８】
　可撓性容器３は、矩形扁平状の容器である。扁平状とは、厚みが薄くて面が広い形状を
意図する。可撓性容器３は、矩形シート状の入口側容器９と、矩形シート状の出口側容器
１１とを備えている。入口側容器９には、内側と外側とを連通する入口流路９ｂが形成さ
れた入口ポート９ａがシールされている。また、出口側容器１１には、内側と外側とを連
通する出口流路１１ｂが形成された出口ポート１１ａがシールされている。なお、シール
するとは、液体の漏洩を防止できる程度に接着（溶着含む）にて固定することを意味する
。
【００１９】
　入口側容器９と出口側容器１１とは、矩形状のフィルター材５を挟むようにして重なり
合っている。また、入口側容器９と出口側容器１１とは、フィルター材５の周縁に沿って
、フィルター材５を挟みつけた状態でシールされている。フィルター材５の周縁に沿った
帯状の接着領域はシール部１３である。シール部１３は入口ポート９ａを矩形環状に囲ん
でおり、シール部１３よりも内側の内部領域は血液が流動するろ過部になる。さらに、入
口側容器９と出口側容器１１との外縁同士は、シール部１３を環状に囲むようにシールさ
れている。
【００２０】
　入口側容器９にシールされた入口ポート９ａは、シール部１３の内側の領域に適宜に配
置することができる。本実施形態に係る入口ポート９ａは、可撓性容器３の長手方向の一
方の端部側、すなわち、血液処理フィルター１Ａを血液処理のために立てた状態において
上側に配置されている。入口ポート９ａには、血液が流動する入口側回路１０２（図３参
照）を形成した際に処理前の血液を受け入れる入口流路９ｂが形成され、さらに入口ポー
ト９ａには、入口流路９ｂと入口側容器９の内部とを連通する入口開口部９ｃが形成され
ている。
【００２１】
　出口側容器１１にシールされた出口ポート１１ａは、シール部１３の内側の領域に適宜
に配置することができる。本実施形態に係る出口ポート１１ａは、可撓性容器３の長手方
向の他方の端部側、すなわち、血液処理フィルター１Ａを血液処理のために立てた状態に
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おいて下側に配置されている。出口ポート１１ａには、血液が流動する出口側回路１０４
（図３参照）を形成した際に、フィルター材５で処理された血液を排出する出口流路１１
ｂが形成されている。
【００２２】
　次に、フィルター材５の形状や配置について詳しく説明する。まず、図２に示されるよ
うに、シール部１３の厚み方向の中心を通る平面を仮想平面２０として仮定し、さらに、
可撓性容器３内の空間は、入口側空間Ａｉｎと出口側空間Ａｏｕｔとによって形成されて
いると仮定する。ここで、入口側空間Ａｉｎは仮想平面２０と入口側容器９との間の空間
であり、出口側空間Ａｏｕｔは仮想平面２０と出口側容器１１との間の空間である。
【００２３】
　フィルター材５は、略矩形のシート状であり、可撓性容器３内に収容された状態で、中
央付近が撓んで湾曲しており、出口側空間Ａｏｕｔに比べて入口側空間Ａｉｎの側に偏っ
て配置されている。この偏りの程度を定量的に示すと、以下の通りとなる。つまり、入口
側空間Ａｉｎに存在するフィルター材５の容積Ｖｉｎと、出口側空間Ａｏｕｔに存在する
フィルター材５の容積Ｖｏｕｔとし、容積Ｖｉｎと容積Ｖｏｕｔとの関係について、容積
Ｖｉｎを容積Ｖｏｕｔで割った値（Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔ）を用いて説明すると、フィルター
材５は、１．３＜Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔ＜７となるように配置されている。
【００２４】
　つまり、１．３＜Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔ＜７の関係を満たす態様であれば、フィルター材５
の撓みや湾曲の形状にかかわらず、フィルター材５は、入口側空間Ａｉｎに偏って配置さ
れた形態を具現化していることになる。
【００２５】
　以上、血液処理フィルター１Ａでは、フィルター材５が入口側空間Ａｉｎに偏って配置
されているので、例えば、重力落差で血液処理フィルター１Ａに血液を流し込む濾過方法
を行った場合であっても、出口側容器１１とフィルター材５とが全面にわたって密着して
しまうのを回避して血液の流路を確保でき、単位時間・単位面積当たりの処理量を増加さ
せることができる。この単位時間・単位面積当たりの処理量は、０．６ｇ／（ｍｉｎ・ｃ
ｍ２）以上であることが望ましい。０．６ｇ／（ｍｉｎ・ｃｍ２）未満の場合には濾過時
間を１０分以下にするために、濾過面積として６０ｃｍ２以上必要となり、遠心機への導
入が難しくなって好ましくないからである。
【００２６】
　次に、血液処理フィルター１Ａを構成する各要素の材料や形状などの各態様について説
明する。上述のように可撓性容器３は、入口側容器９及び出口側容器１１によって形成さ
れる。可撓性容器３に用いる可撓性樹脂は、滅菌のための高圧蒸気や電子線の透過性が良
好であること、さらには、遠心時の負荷に耐える強靭性を有するという点で、軟質ポリ塩
化ビニルや、ポリオレフィンまたはこれらを主成分とする熱可塑性エラストマーなどが好
適に使用される。
【００２７】
　本実施形態においてフィルター材５を例に説明した白血球除去フィルター材としては、
メルトブロー法などによって製造された不織布等の繊維構造物や、連続した細孔を有する
多孔質体（スポンジ状構造物）、多孔膜などからなる白血球除去フィルター材が挙げられ
る。白血球除去フィルター材を形成する基材が繊維構造物である場合、その素材としては
、ポリエステル、ポリプロピレン、ポリアミド、ポリアクリロニトリル、ポリトリフルオ
ロエチレン、ポリメチルメタアクリレート、ポリスチレンなどが挙げられる。さらに、繊
維構造物を基材とする場合、ほぼ均一な繊維径を有する繊維からなる基材であっても良い
し、国際公開第９７／２３２２６６号パンフレットに開示されているような、繊維径の異
なる、複数種の繊維が混繊された形態の基材であっても良い。濾過後血液に混入する白血
球数を５×１０６個／単位以下にまで減じるには、白血球除去フィルター材を形成する基
材繊維の平均繊維径が３．０μｍ以下であるものが好ましく、特に望ましくは０．９～２
．５μｍである。
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【００２８】
　白血球除去フィルター材を構成する基材が多孔質体あるいは多孔膜である場合、その素
材としては、ポリアクリロニトリル、ポリスルホン、セルロースアセテート、ポリビニル
ホルマール、ポリエステル、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、ポリウレタンなど
何れの素材であってもよい。濾過後血液に混入する白血球数を５×１０６個／単位以下に
まで減じるには、多孔質体あるいは多孔膜の平均孔径は２μｍ以上で、且つ１０μｍ未満
であるものが望ましい。
【００２９】
　また、白血球除去フィルター材は基材そのものから構成しても良いし、その表面を化学
的あるいは物理的に改質したものでも良く、何れの白血球除去フィルター材も白血球除去
に寄与しているシート状のフィルター材５に含まれる。白血球除去フィルター材は、繊維
構造物、多孔質体あるいは多孔膜を単層で用いても良いし、複数層組み合わせて用いても
良い。
【００３０】
　白血球除去フィルター材のカット方法は、刃による切断、超音波カッターによる切断、
レーザーによる切断等ある。
【００３１】
　次に、第１実施形態に係る血液処理フィルター１Ａを備えて構成される血液処理システ
ム１００、及び血液処理フィルター１Ａの使用状態について図３を参照して説明する。図
３は血液処理システム１００の概略を示す正面図である。
【００３２】
　血液処理フィルター１Ａは、重力落差を利用した濾過に使用することができる。例えば
、血液処理フィルター１Ａを適用した血液処理システム１００は、採血後の血液を入れた
貯留バッグ１０１と、血液処理フィルター１Ａと、濾過後の血液をためる回収バッグ１０
３と、を備える。貯留バッグ１０１と血液処理フィルター１Ａの入口ポート９ａとは、血
液チューブなどの導管１０２ａによって互いに接続され、回収バッグ１０３と血液処理フ
ィルター１Ａの出口ポート１１ａとは、血液チューブなどの導管１０４ａによって互いに
接続されている。更に、上流側の導管１０２ａには、流路を開閉するローラークランプな
どの開閉手段１０２ｂやチャンバー１０２ｃなどが取り付けられており、導管１０２ａ、
開閉手段１０２ｂ、及びチャンバー１０２ｃなどによって入口側回路１０２が形成される
。また、下流側の導管１０４ａなどによって出口側回路１０４が形成される。
【００３３】
　そして、採血後の血液を入れた貯留バッグ１０１は、血液処理フィルター１Ａよりも、
例えば５０ｃｍ程度高い位置に設置され、濾過後の血液をためる回収バッグ１０３は血液
処理フィルター１Ａよりも、例えば１００ｃｍ程度低い位置に設置されている。血液処理
システム１００の流路を開放することで血液の濾過処理が行われる。濾過処理を行ってい
る際（使用時）に、血液処理フィルター１Ａの可撓性容器３の出口側では陰圧が発生し、
出口側容器１１は撓んでフィルター材５に密着しようとする。しかしながら、血液処理フ
ィルター１Ａでは、フィルター材５が入口側空間Ａｉｎに偏って配置されているので、出
口側容器１１とフィルター材５とが全面にわたって密着して流れを規制してしまうことを
回避でき、単位時間・単位面積当たりの処理量を増加させることができる。この単位時間
・単位面積当たりの処理量は、０．６ｇ／（ｍｉｎ・ｃｍ２）以上であることが望ましい
。０．６ｇ／（ｍｉｎ・ｃｍ２）未満の場合には濾過時間を１０分以下にするために、濾
過面積として６０ｃｍ２以上必要となり、遠心機への導入が難しくなって好ましくないか
らである。
【００３４】
　次に、本発明の第２実施形態に係る血液処理フィルターについて図４を参照して説明す
る。図４は、本発明の第２実施形態に係る血液処理フィルターの断面図である。なお、第
２実施形態に係る血液処理フィルター１Ｂは第１実施形態に係る血液処理フィルター１Ａ
と実質的に同一の要素や構造を備えているため、同一の要素や構造には同一の符号を付し
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て詳しい説明は省略し、以下の説明では、異なる要素や構造を中心に説明する。
【００３５】
　血液処理フィルター１Ｂは、血液の入口ポート３０ａを有する入口側容器３０と、出口
ポート１１ａを有する出口側容器１１と、入口側容器３０と出口側容器１１との間に配置
されたシート状のフィルター材５と、を備えている。
【００３６】
　入口側容器３０は硬質性樹脂からなり、内側と外側とを連通する入口流路３０ｂが形成
された入口ポート３０ａが設けられている。入口側容器３０は、矩形の略平板状であり、
中央部分３１の内側には凹み部３１ａが形成されている。入口側容器３０に用いられる硬
質性樹脂としては、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリアミド、ポリスチレン、ＡＢ
Ｓ、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル等が使用できる。更に好ましくは耐
熱性の高いポリカーボネート、ポリエステル、ポリアミド等がよい。
【００３７】
　入口側容器３０と出口側容器１１とは、フィルター材５の周縁に沿って、フィルター材
５を挟みつけた状態でシールされている。フィルター材５の周縁に沿った帯状の接着領域
はシール部３２である。さらに、入口側容器３０と出口側容器１１との外縁同士は、シー
ル部３２を環状に囲むようにシールされている。
【００３８】
　フィルター材５は、略矩形のシート状であり、中央付近が撓んで湾曲しており、この湾
曲部分が入口側容器３０の凹み部３１ａに収まるように配置されている。そして、シール
部３２の厚み方向の中心を通る平面を仮想平面２０として仮定し、さらに、仮想平面２０
と入口側容器３０との間に形成される入口側空間Ａｉｎと仮定し、仮想平面２０と出口側
空間Ａｏｕｔとの間に形成される出口側空間Ａｏｕｔとを仮定した場合に、フィルター材
５は、出口側空間Ａｏｕｔよりも入口側空間Ａｉｎに偏って配置されている。つまり、入
口側空間Ａｉｎに存在するフィルター材５の容積Ｖｉｎと、出口側空間Ａｏｕｔに存在す
るフィルター材５の容積Ｖｏｕｔとし、容積Ｖｉｎと容積Ｖｏｕｔとの関係について、容
積Ｖｉｎを容積Ｖｏｕｔで割った値（Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔ）を用いて説明すると、フィルタ
ー材５は、１．３＜Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔ＜７となるように配置されている。
【００３９】
　本実施形態に係る血液処理フィルター１Ｂによれば、フィルター材５が入口側空間Ａｉ
ｎに偏って配置されているので、例えば、重力落差で血液処理フィルター１Ｂに血液を流
し込む濾過方法を行った場合であっても、出口側容器１１とフィルター材５とが全面にわ
たって密着してしまうのを回避して血液の流路を確保でき、単位時間・単位面積当たりの
処理量を増加させることができる。この単位時間・単位面積当たりの処理量は、０．６ｇ
／（ｍｉｎ・ｃｍ２）以上であることが望ましい。０．６ｇ／（ｍｉｎ・ｃｍ２）未満の
場合には濾過時間を１０分以下にするために、濾過面積として６０ｃｍ２以上必要となり
、遠心機への導入が難しくなって好ましくないからである。
【実施例】
【００４０】
　次に、実施例により本発明をより詳細かつ具体的に説明するが、本発明は、これらによ
って範囲を限定されるものではない。
【００４１】
　まず、血液処理フィルターの流れ性試験の方法を以下に説明する。本発明の実施例また
は比較例に係る血液処理フィルターを、貯留バッグと回収バッグとの間に配置し（図３参
照）、貯留バッグに接続した入口側導管を血液処理フィルターの入口側血液導入口へ、回
収バッグに接続した出口側導管を血液処理フィルターの出口側血液導出口へそれぞれ接続
した。なお、それぞれの導管として、内径３ｍｍ、外径４．２ｍｍの軟質塩化ビニル製の
チューブを使用し、貯留バッグとフィルターとの間の長さは６０ｃｍとし、フィルターと
回収バッグとの間の長さは１１０ｃｍとした。入口側導管をクランプで閉じた後、注射用
蒸留水(大塚製薬株式会社製)にポリビニルピロリドン(以下ＰＶＰと言うことがある。和
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光純薬工業株式会社製)を添加し、粘度を２５．８ｍＰａ・ｓに調製したＰＶＰ水溶液３
５０gを貯留バッグへ入れた。
【００４２】
　上流側落差（濾過前血液貯留バッグ下端と血液処理フィルターの入口側血液導入口との
鉛直距離）、血液処理フィルターの入口側血液導入口と出口側血液導出口間の落差、およ
び下流側落差（血液処理フィルターの出口側血液導出口と濾過後血液回収バッグ上端との
鉛直距離）とを合計した全落差を１．０ｍに調整し、濾過前血液貯留バッグを吊り下げた
あと、回収バッグを天秤の上に静置し、入口側導管を閉じているクランプを開放し、濾過
を開始した。クランプを開放した時間からＰＶＰ溶液が回収バッグに到達するまでの時間
をプライミング時間とした。
【００４３】
　さらに、ＰＶＰ溶液が回収バッグに到達してから貯留バッグのＰＶＰ溶液が空になるま
での時間を処理時間とした。貯留バッグが空になった後、１分毎に回収バッグを載せた天
秤の値の読み取り、１分間の天秤の値の変動が０．５g以下になった時点で回収を終了し
、貯留バッグが空になってから回収が終了するまでの時間を回収時間、回収終了時の天秤
の値を回収量とした。
【００４４】
［実施例１］
　繊維径１２μｍ、目付３０ｇ／ｍ２、厚さ０．１８９ｍｍのポリエステル不織布である
第一のフィルター要素、繊維径１．２μｍ、目付４０ｇ／ｍ２、厚さ０．２３５ｍｍのポ
リエステル不織布である第二のフィルター要素を用意し、第一のフィルター要素を血液の
入口側に４枚、第二のフィルター要素を血液の出口側に２６枚重ねてシート状のフィルタ
ー材とした。以上のようにして作製した二種の不織布からなる積層物（フィルター材）を
７４ｍｍ×９１ｍｍ（長方形）に切断した。その後、直径３０ｍｍ、高さ１０ｍｍの円錐
状の金属にて不織布を出口側から押し、これらの可撓性の容器と不織布の積層体とを、入
口側容器、不織布の積層体、出口側容器の順に重ね合わせ、ろ過部が５７ｍｍ×７４ｍｍ
となるように高周波溶着法で溶着し、白血球除去フィルターとした。実施例１に係る白血
球除去フィルターは上記の第１実施形態に係る血液処理フィルターに対応する（図１参照
）。実施例１に係る白血球除去フィルターでは、Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔは１．３２となり、フ
ィルター材が、入口側空間に偏って配置された形態を具現化している。この白血球除去フ
ィルターで流れ性試験を行った結果、処理量／単位時間は３０．４（ｇ／ｍｉｎ）であり
、処理量／単位時間・単位面積は０．７２（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）であり、濾過時間は１
１．５分だった。実施例１では、処理量／単位時間・単位面積が０．６（ｇ／ｍｉｎ・ｃ
ｍ２）以上となっているために好適であり、濾過面積が後述の比較例１と略同一であるに
もかかわらず、比較例１に比べて濾過時間を大幅に短縮できた。
【００４５】
［実施例２］
　直径９９ｍｍの円形に切断した積層不織布を使用し、中央部の内側が直径３０ｍｍの半
球状に窪んでいる硬質性容器を入口側容器として、不織布を容器に沿って超音波溶着し、
その後、可撓性の出口側容器を不織布と入口側容器とに接着した白血球除去フィルターを
作製した。実施例２に係る白血球除去フィルターは、上記の第２実施形態に係る血液処理
フィルターに対応する（図４参照）。また、実施例２に係る白血球除去フィルターのろ過
部は直径８２ｍｍの円形であり、フィルター材となる不織布構成は実施例１と同じである
。実施例２に係る白血球除去フィルターでは、Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔは１．３２となり、フィ
ルター材が、入口側空間に偏って配置された形態を具現化している。実施例２に係る白血
球除去フィルターを用いて実施例１と同一の操作を行ったところ、処理量／単位時間は３
４．７（ｇ／ｍｉｎ）であり、処理量／単位時間・単位面積は０．６６（ｇ／ｍｉｎ・ｃ
ｍ２）であり、濾過時間は１０．１分だった。実施例２では、処理量／単位時間・単位面
積が０．６（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）以上となっているために好適であり、濾過面積が後述
の比較例２よりも小さいにもかかわらず、比較例２に比べて濾過時間を大幅に短縮できた
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。
【００４６】
［実施例３］
　８４ｍｍ×１０４ｍｍに切断した積層不織布に直径４０ｍｍ、高さ１０ｍｍの円錐状の
金属にて不織布を出口側から押し、その後、ろ過部が６５ｍｍ×８５ｍｍとなるように高
周波溶着法で溶着し、そのほかの部分は実施例１と同じである白血球除去フィルターを作
製した。実施例３に係る白血球除去フィルターでは、Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔは１．４７となり
、フィルター材が、入口側空間に偏って配置された形態を具現化している。実施例３に係
る白血球除去フィルターを用いて実施例１と同一の操作を行ったところ、処理量／単位時
間は３６．１（ｇ／ｍｉｎ）であり、処理量／単位時間・単位面積は０．６５（ｇ／ｍｉ
ｎ・ｃｍ２）であり、濾過時間は９．７分だった。実施例３では、処理量／単位時間・単
位面積が０．６（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）以上となっているために好適であり、濾過面積が
後述の比較例２と略同一であるにもかかわらず、比較例２に比べて濾過時間を大幅に短縮
できた。
【００４７】
［実施例４］
　ろ過部が５７ｍｍ×７４ｍｍであり、可撓性の入口側容器と不織布と可撓性の出口側容
器を高周波溶着する際に凸形状（中央部が４ｍｍ入口側に突き出している形状)である金
型で溶着を行い、それ以外は実施例1と同じである白血球除去フィルターを作製した。実
施例４に係る白血球除去フィルターでは、Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔは６．３となり、フィルター
材が、入口側空間に偏って配置された形態を具現化している。実施例４に係る白血球除去
フィルターを用いて実施例１と同一の操作を行ったところ、処理量／単位時間は３４．０
（ｇ／ｍｉｎ）であり、処理量／単位時間・単位面積は０．８１（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）
であり、濾過時間は１０．３分だった。実施例３では、処理量／単位時間・単位面積が０
．６（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）以上となっているために好適であり、濾過面積が後述の比較
例１と略同一であるにもかかわらず、比較例２に比べて濾過時間を大幅に短縮できた。
【００４８】
［比較例１］
　不織布積層物を７４ｍｍ×９１ｍｍ（長方形）に切断し、ろ過部寸法が５７ｍｍ×７４
ｍｍとなるように高周波溶着法で溶着した。それ以外は実施例１と同じである白血球除去
フィルターを作製した。図５は、比較例１に係る白血球除去フィルターの断面図である。
比較例１に係る白血球除去フィルター５０は、可撓性の入口側容器５１、可撓性の出口側
容器５２、及び入口側容器５１と出口側容器５２との間に配置されたフィルター材（不織
布積層物）５３とを備えている。入口側容器５１と出口側容器５２との内部には、仮想平
面２０と入口側容器５１との間に形成された入口側空間Ａｉｎと、仮想平面２０と出口側
容器５２との間に形成された出口側空間Ａｏｕｔとが形成されており、フィルター材５３
は入口側空間Ａｉｎに偏ることなく配置されている。その結果、比較例１に係る白血球除
去フィルター５０では、Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔは１．０になっている。比較例１に係る白血球
除去フィルターを用いて実施例１と同一の操作を行ったところ、処理量／単位時間は２４
．１（ｇ／ｍｉｎ）であり、処理量／単位時間・単位面積は０．５７（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ
２）であり、濾過時間は１４．５分だった。比較例１では、処理量／単位時間・単位面積
が０．６（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）未満となり、実施例１や実施例４に比べて濾過時間が長
くなってしまった。
【００４９】
［比較例２］
　不織布積層物を８４ｍｍ×１０４ｍｍ（長方形）に切断し、ろ過部寸法が６５ｍｍ×８
５ｍｍとなるように高周波溶着法で溶着した。それ以外は実施例１と同じである白血球除
去フィルターを作製した。比較例２に係る白血球除去フィルターでは、Ｖｉｎ／Ｖｏｕｔ
は１．０、すなわち偏りがなく、比較例２に係る白血球除去フィルターを用いて実施例１
と同一の操作を行ったところ、処理量／単位時間は３１．０（ｇ／ｍｉｎ）であり、処理
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量／単位時間・単位面積は０．５６（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）であり、濾過時間は１１．３
分だった。比較例２では、処理量／単位時間・単位面積が０．６（ｇ／ｍｉｎ・ｃｍ２）
未満となり、実施例２や実施例３に比べて濾過時間が長くなってしまった。
　以上の実施例１～実施例４、及び比較例１、及び比較例２の結果を表１に示す。
【００５０】
【表１】

【符号の説明】
【００５１】
　１Ａ、１Ｂ…血液処理フィルター、５…フィルター材、９，３０…入口側容器、１１…
出口側容器、１３，３２…シール部、２０…仮想平面、Ａｏｕｔ…出口側空間、Ａｉｎ…
入口側空間。



(11) JP 2011-235188 A 2011.11.24

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2011-235188 A 2011.11.24

【図５】



(13) JP 2011-235188 A 2011.11.24

フロントページの続き

(72)発明者  浅川　理史
            大分県大分市大字里２１１１番２　旭化成メディカル株式会社内
Ｆターム(参考) 4C077 AA05  BB02  CC03  CC04  KK13  NN02  PP12  PP13  PP18 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

